


    
    


    




    10月25日のおはなし「遠い船　遠い顔」
    　目を覚ます直前に見ていたのは船旅の夢だった。私たちの旅は終わりに近づいていて、もう間もなく目的地が見えるはずだというので乗客がみんな甲板に集まって前方を眺めていた。そんなに大きな船ではない。豪華客船というわけではない。でもそれなりの大きさで、多くの人が乗り込んでいた。私たちは前方に山影か、ビルのシルエットでも見えはしないかとじっと目をこらしていた。

　あれは何だという声がして私の前の方の人々がざわつき始めた。前方にはただ水平線が見えるだけで、陸地を思わせるような盛り上がりは見えてこない。でもよくよく見つめていると海面の色が変わり始めている。海が浅くなってきて色が変化したのだろうか。いや違う。それは自然の色とは思えないような、極めて無機的な白黒なのだ。

　やがて船がその海域に差し掛かると誰かが叫んだ。写真だ、無数の写真が浮いているんだ。そう。それは大量の、数え切れないほどの白黒写真だった。誰がどうやったものか、ごそっとまとめてすくい上げた写真が甲板にばらまかれた。全て一人の同じ人間の写真だった。どの写真も全く同じ写真。正面を向いた高校生くらいの青年。頬に影が差すほどやせていて、髪は長く、何かに驚いたような目つきをしていて、世の中をすねたような表情をしている。

　その写真のことはよく知っている。彼のことも。一緒に暮らしていた頃、まさにその同じ写真を私は彼から貰ったのだから。正確に言うと交換したのだ。私自身の高校時代の学生証の証明写真と。そう。それは彼が高校2年生の時に撮った証明写真だ。3年分の証明写真の中から私が選んだあの写真だ。誰かが素っ頓狂な声を出す。こんなにたくさんの証明写真で、こいつはいったい何を証明しようとしているんだ？　その言葉がおかしくて私は吹き出す。ほんとだ。この写真で、こんなにたくさんの写真で、あいつ、いったい何を証明しようとしているんだろう？

　笑いながら私は目を覚ます。私が乗っている船は、といっても宇宙船は、間もなくその惑星に着こうとしている。彼が、いまや著名な芸術家である52歳の男性が消息を絶ったその惑星に。どうしました？　え？　ずいぶん楽しそうに笑っていましたよ。ええ、ちょっとバカな夢を見ちゃって。いいですね、ぼくは夢なんか覚えていた試しがありません。若いクルーの一人が本気で羨ましそうに言うので私はまた吹き出す。覚えていたって何もいいことないけど。そうかなあ、本当に楽しそうだったですよ。

　だんだん近づく惑星には不思議な威圧感がある。刻一刻と大きくなる惑星を見つめていると、なんだか胸がつぶれそうな感じがする。私だけだろうか。いや、クルーのみんなの表情に張りつめたものが感じ取れる。こめかみのあたりにみな血管が薄く浮いているような、そんな感じ。衛星軌道に入り、少し緊張がほぐれる。これからは生命反応か、人造物の痕跡を求めて周回を重ねることになるのだ。つまり、彼の消息につながる痕跡を求めて。

　でも正直なことを言えば、私たちはもう生命反応があるとは思っていない。わざわざここまで来て、こんな言い方をするのはおかしいのはわかっている。けれども、彼が生き延びている確率はとても低い。連絡が途絶えてから捜索を出すことが決まるまでにも時間がかかったが、こうして航行を始めてからでさえ、すでに2年が経っているのだ。楽天的なことを考えないのは当然のことだろう。だから私たちは主に、地表を調べ人造物を見つけようとしている。

　その写真が出てきたのは3日目のことだった。地表を撮影した膨大な記録写真を分析している中で、ひとりがひどくかすれた声を出した。おい見ろ、これは偶然なのか？　彼は2枚の写真を重ね合わせて私たちに示した。樹木がぽつぽつと茂っている平原の写真だった。何が映りこんでいるのか私たちは目をこらしたがよくわからなかった。何が映っている？　顔だよ。人の顔だよ。　何だって？　ほら、ここが頭部で髪があって、目と口と、それから鼻の影と、顎のラインもわかる。

　それは白くうつる平原と黒々とうつる樹木が織りなす壮大なだまし絵だった。見える、見えるよ、本当だ、顔だ。人の顔だ。クルーははざわめいた。私を除いて全員が。誰かが素っ頓狂な声を出す。女だよ。若い女の顔だ。ほら学生証とかにのっていそうな。本当だ。証明写真だ。あんなにでっかい証明写真で、いったい何を証明しようとしているんだ？　そう。それは彼と交換した、やはり高校2年生の時のわたしの証明写真だ。

（「証明写真」ordered by sachiko-san/text by TAKASHINA, Tsunehiro a.k.a.hiro）






    感謝の言葉と、お願い＆お誘い 
    　Sudden Fiction Project（以下SFP）作品を読んでいただきありがとうございます。お楽しみいただけましたでしょうか？　もしも気に入っていただけたならぜひ「コメントする」のボタンをクリックして、コメントをお寄せください。ブクログへの登録（無料）が必要になりますが、この機会にぜひ。

　「気に入ったけどコメントを書くのは面倒だ」と言うそこのあなた。それでは、ぜひ「ツイートする（Twitter）」「いいね！（Facebook）」あたりをご利用ください。あるいは、mixi、はてな等の外部連携で「気に入ったよ！」とアピールしていただけると大変ありがたいです。盛り上がります。


※星5つで、お気に入り度を示すこともできるようですが、面と向かって星をつけるのはひょっとしたら難しいかも知れませんね。すごく気に入ったら星5つつける、くらいの感じでご利用いただければ幸いです。


　現在、連日作品を発表中です。2011年7月1日から2012年6月30日までの366日（2012年はうるう年）に対して、毎日「1日1篇のSFP作品がある」という状態をめざし、全作品を無料で大公開しています。→公開中の作品一覧

　SFP作品は、元作品のクレジットをきちんと表記していただければ、転載や朗読などの上演、劇団の稽古場でのテキスト、舞台化や映像化などにも自由にご活用いただけます。詳しくは「Sudden Fiction Project Guide」というガイドブックにまとめておきました。使用時には、コメント欄で結構ですので一声おかけくださいね。

　ちょっと楽屋話をすると、7月1日にこのプロジェクトを開始して以来、日を追うごとにつくづく思い知らされているのですが、これ、かなり大変なんです（笑）。毎日1篇、作品に手を入れてアップして、告知して、Facebookページなどに整理して……って、始める前に予想していたよりも遥かに手間がかかるんですね。みなさんからのコメント、ツイート（RT）、「いいね！」を励みにがんばっていますので、ぜひご協力お願いいたします。


　読んでくださる方が増えるというのもとても嬉しい元気の素なので、気に入った作品を人に紹介して広めていただけるのも大歓迎です。上記Facebookページも、徐々に充実させてまいりますので、興味のある方はリンク先を訪れて、ページそのものに対して「いいね！」ボタンを押してご参加ください。

　10月からは「1日1篇新作発表」の荒行（笑）を開始し、55作品ばかり書き上げる予定です。「急募！お題　この秋Sudden Fiction Project開催します」のコメント欄を使って、読者のみなさんからのお題を募集中です。自分の出したお題でおはなしがひとつ生まれるのって、ぼくも体験済みですが、かなり楽しいですよ！　はじめての方も、どうぞ気軽に遠慮なくご注文ください（お題は頂戴しても、お代は頂戴しないシステムでやっています。ご安心を）。

　こんな調子で、2012年6月30日まで怒濤で突き進みます。他にはあんまりない、オンラインならではの風変わりな私設イベントです。ぜひご一緒に盛り上がってまいりましょう。
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感想はこちらのコメントへ

http://p.booklog.jp/book/35362



ブクログのパブー本棚へ入れる

http://booklog.jp/puboo/book/35362





公開中のSudden Fiction Project作品一覧

http://p.booklog.jp/users/hirotakashina
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